






The influence of Slim Body Orientation on Body Fat Rate, Eating-Habits
 and the Bone Mass
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Eriko SAIGO, Miyuki TERAWAKI, Eiko MUTO, Naoka MUTO and Fukushi KAMBE
  It has been suggested that slim body orientation of young women may possibly cause a bone mass 
decrease． We investigated how the history of dieting among female college students influenced their 
bone mass, body fat rate, eating-habits, frequency of consuming different kinds of food, menstrual cycle 
and amount of physical activity．By monitoring their questionnaire about eating-habits, life style and 
frequency of taking different kinds of food, we measured their body composition by organic impedance 
and bone mass（stiffness） by urtrasound bone densitometry．
  First, 224 students were divided into 134 diet-experienced （D） and 89 non-experienced （NonD）
groups． Further, each group was divided into the low body fat group or the higher body fat group at the 
level of 29％ fat rate．
  Then, we carried out three-way layout ANOVA．  Stiffness as a dependent variable, in addition to 
diet history and fat rate, one of the three factors, i.e., eating limitation, eating-habits or menstrual cycle, 
was used as an independent variable．
  We discovered that, contrary to our expectation, students in the D group had higher bone mass than 
those in the NonD group． We interpreted that, in spite of their poor food intake and strong tendency to 
have an eating disorder, the heavier body weight of the D group compared to the NonD group caused a 


































































































































  mean± SD ダイエット未経験群 n=135   経験群 n=89 *p＜0.05  **p＜0.01
  一元配置による未経験群、経験群との間の有意差をしめす。



















score % score % score %
14 どうしても食べたいという強い衝動を経験したことがありますか 224 177 79.0 67 75.3 110 81.5 
16 太ることがとても怖いですか 224 167 74.6 57 64.0 110 81.5 
31 自分の食習慣は正常と思いますか 223 114 51.1 30 33.7 84 62.7 
3 もし1回でもダイエットができなかったら、失敗したと感じますか 224 104 46.4 28 31.5 76 56.3 
24 めちゃめちゃに食べたこと（過食したこと）がありますか 224 104 46.4 28 31.5 76 56.3 
13 いつでも自分で止めようと思った時に食べるのを止められますか 224 103 46.0 28 31.5 75 55.6 
1 食事のパターンはいつも同じですか 222 98 44.1 31 35.6 67 49.6 
23 空腹の程度で食べる量を決められますか 222 98 44.1 34 38.6 64 47.8 
11 頭の中が食べ物のことだけでいっぱいになる時がありますか 224 95 42.4 32 36.0 63 46.7 




221 83 37.6 20 22.7 63 47.4 
15 不安な時に、たくさん食べる傾向がありますか 223 78 35.0 28 31.5 50 37.3 
21 食事が残せますか 223 64 28.7 22 25.0 42 31.1 
18 自分の食習慣が恥ずかしいですか 224 62 27.7 17 19.1 45 33.3 
19 自分の食べる量がコントロールできないで困っていますか 223 60 26.9 11 12.5 49 36.3 
10 からだの具合が悪くなるまで食べ続けたことがありますか 224 57 25.4 14 15.7 43 31.9 
12 人前ではちゃんと食事をし、ひとりになると食べてしまいますか 222 57 25.7 16 18.2 41 30.6 
29 過食した時には、罪の意識にさいなまれますか 224 52 23.2 7 7.9 45 33.3 
20 安心したいために食べてしまいますか 224 47 21.0 20 22.5 27 20.0 
25 過食をしたとき自分がみじめだと思いましたか 223 45 20.2 7 8.0 38 28.1 
9 生活が食べ物で支配されていると思いますか 224 41 18.3 13 14.6 28 20.7 
5 一日中、何も食べなかったことがありますか 224 34 15.2 5 5.6 29 21.5 
26 過食をしているとしたら、それはひとりの時だけですか 222 32 14.4 2 2.3 30 22.2 
22 自分で食べる量を他人にごまかしていますか 224 23 10.3 6 6.7 17 12.6 
8 食べるパターンが生活を妨げていますか 224 16 7.1 4 4.5 12 8.9 
32 自分は強迫的（無理に）食べていると思いますか 223 12 5.4 3 3.4 9 6.7 
4 ダイエットをしていない時でも食物のカロリーを全部計算しますか 221 9 4.1 0 0.0 9 6.7 
28 過食の衝動を満足させるためにはどんなことでもしていますか 223 9 4.0 1 1.1 8 5.9 
33 1週間で2.5Kg以上体重が変動しますか 224 8 3.6 0 0.0 8 5.9 
2 厳しい食事制限をしていますか 224 5 2.2 0 0.0 5 3.7 
6 一日中、何も食べなかったことがありますか (○をつけた人数） 224 35 15.6 5 5.6 30 22.2 
7 体重を減らすために以下のことをしますか (○をつけた人数） 219 52 23.7 3 3.4 49 37.1 
27 過食をしているとしたら、回数はどのくらいですか (○をつけた人数） 224 85 37.9 8 9.0 77 57.0 
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表3．EAT-26におけるダイエット経験の有無別に見た出現頻度
No EAT-26調査項目
被験者全員 diet なし diet あり
n score % score % 0score %
1 体重が増えすぎるのではないかと心配をします 223 164 73.5 51 57.3 113 84.3 
11 もっとやせたいという思いで、頭がいっぱいです 224 119 53.1 27 30.3 92 68.1 
6 私の食べている食べ物のカロリーに気をくばります 224 112 50.0 28 31.5 84 62.2 
14 自分の体に脂肪がついているという考えのとりこになっています 221 99 44.8 24 27.0 75 56.8 
12 運動をすればカロリ -を使い果たすと思います 223 97 43.5 31 34.8 66 49.3 
15 他の人よりも食事に時間がかかります 223 69 30.9 21 23.6 48 35.8 
19 食べ物に関するセルフ・コントロール（自己制御）をしています 222 69 31.1 11 12.5 58 43.3 




224 44 19.6 6 6.7 38 28.1 
4 制止できそうにないと思いながら，大食したことがあります 223 43 19.3 12 13.6 31 23.0 
23 ダイエツト（食事制限）にはげんでいます 223 42 18.8 2 2.2 40 29.9 
21 食ペ物に関して時間をかけすぎたり、考え過ぎたりします 223 39 17.5 6 6.7 33 24.6 
18 私の人生は食べ物にふりまわされていると思います 221 37 16.7 13 14.8 24 18.0 
16 砂糖の入った食べ物はさけます 223 29 13.0 10 11.2 19 14.2 
5 食べ物を小さく切りきぎみます 224 27 12.1 7 7.9 20 14.8 
2 空腹の時でも食事をさけます 224 25 11.2 3 3.4 22 16.3 
8 他の人は、私がもっと食べるように望んでいるようです 224 23 10.3 12 13.5 11 8.1 
22 甘い物を食べた後、不愉快な気持ちになります 223 22 9.9 7 7.9 15 11.2 
25 カロリーの多い食べ物が新しく出ても、試食したくありません 223 22 9.9 3 3.4 19 14.2 
10 食後にひどくやましいことをしたように思います 224 19 8.5 4 4.5 15 11.1 
17 ダイエット食（美容食）をとっています 221 14 6.3 0 0.0 14 10.4 
13 私はやせすぎていると皆から思われています 222 12 5.4 9 10.1 3 2.3 
24 胃の中が空っぽになるのが好きです 223 12 5.4 0 0.0 12 9.0 
26 食後に吐きたいという衝動にかられます 223 8 3.6 3 3.4 5 3.7 
20 他の人達が、私に食べるように圧力をかけていると思います 223 7 3.1 1 1.1 6 4.5 
9 食後に吐きます 224 2 0.9 0 0.0 2 1.5 
表4．ダイエット経験群とダイエット未経験群における症状及び重症度別の BITE配点比率
症状評価
群 点数人数・％ 20以上 15～19 10～14 5～9 0～4
ダイエット未経験群
人数（n=89） 1 1 17 36 34
％ 1.1 1.1 19.1 40.5 38.2
ダイエット経験群
人数（n=135） 11 13 47 46 18
％ 8.2 9.6 34.8 34.1 13.3
重症尺度
群 点数人数・％ 10以上 5～9 2～4 1 0
ダイエット未経験群
人数（n=89） 0 1 16 18 54
％ 0.0 1.1 18.0 20.2 60.7 
ダイエット経験群
人数（n=135） 2 25 50 22 36
％ 1.5 18.5 37.0 16.3 26.7 
両尺度合計
群 点数人数・％ 25以上 20～24 10～19 5～9 0～4
ダイエット未経験群
人数（n=89） 0 2 20 36 31
％ 0 2.2 22.5 40.5 34.8
ダイエット経験群
人数（n=135） 11 11 62 38 13
％ 8.2 8.2 45.9 28.1 9.6



















群 点数人数・％ 40以上 30以上 20以上 10以上 0～9
ダイエット未経験群
人数（n=89） 0 0 4 14 71
％ 0 0 4.5 15.7 79.8
ダイエット経験群
人数（n=135） 1 4 24 47 59
％ 0.74 2.96 17.78 34.81 43.7
摂食制限
群 点数人数・％ 20以上 15～19 10～14 5～9 0～4
ダイエット未経験群
人数（n=89） 0 3 7 20 59
％ 0 3.4 7.9 22.5 66.3
ダイエット経験群
人数（n=135） 8 19 28 38 42
％ 5.93 14.07 20.74 28.15 31.11
過食と食物への専心
  群 点数人数・％ 10以上 5～9 2～4 1 0
ダイエット未経験群
人数（n=89） 0 4 17 11 57
％ 0 4.5 19.1 12.4 64
ダイエット経験群
人数（n=135） 3 12 27 24 69
％ 2.22 8.89 20 17.78 51.11
食事支配
  群 点数人数・％ 10以上 5～9 2～4 1 0
ダイエット未経験群
人数（n=89） 0 8 19 12 50
％ 0 9 21.4 13.5 56.2
ダイエット経験群
人数（n=135） 2 8 50 30 45
％ 1.5 5.9 37 22.2 33.3








































  23.8a 156.8a   46.3a   11.2a   35.2a －14.5a  18.8a  88.6a
±3.6 ±5.0 ±5.0 ±2.7 ±2.8   ±7.3 ±1.6 ±12.6
高体脂肪
  32.5b 157.3a   55.6b   18.1b 37.4b 2.1b 22.5b  94.4ab




25.3a 158.5a   49.6c   12.6a   37.0b －10.3a   19.8a  92.1a
±3.0 ±4.5 ±4.4 ±2.2 ±2.9   ±6.4 ±1.4 ±11.4
高体脂肪
  33.1b 157.3a  57.2b   19.3b   37.9b    4.7b   23.0b  98.3b
±4.3 ±5.3 ±10.6 ±7.3 ±4.1 ±16.4 ±3.6 ±14.4
低体脂肪群 体脂肪率29％未満 高体脂肪群体脂肪率 29％以上とした。













 6.1a  6.8a  3.0a  1.0a  1.5ab  5.5a
±4.1 ±4.6 ±3.7 ±1.7 ±2.0 ±5.6
高体脂肪
 6.8ab  7.8a  6.2ab  0.8a  0.6b  7.6ab
±3.2 ±4.5 ±5.0 ±1.2 ±1.1 ±6.2
ダイエット経験群
低体脂肪
  10.5c   12.8b  8.7b  1.4a  2.1a   12.2b
±5.0 ±6.6 ±6.3 ±2.0 ±2.2 ±8.6
高体脂肪
 9.8bc   12.5b  9.1b  1.6a  1.5ab   12.3b
±5.8 ±7.6 ±6.0 ±2.7 ±2.1 ±8.8
mean± SD  同じ列内での同じ上付き符号は有意差がないことを示す ｐ＜0.05 有意差検定には SPSSを
用いて Tukeyによる一元配置分析をおこなった










  14.8a 16/67ab 40/67a 6/66a 26/63a 26/63a 11/63a
±4.4 23.9 60.6 9.1 41.3 41.3 17.5
高体脂肪
  15.0a 5/22ab 11/22a 1/22a 11/22a 8/22a 2/22a




  14.9a 36/78b 51/79a 8/79a 28/75a 33/75a 14/75a
±4.4 46.2 64.6 10.3 37.3 44.0 18.7
高体脂肪
  15.0a 17/56ab 34/56a 7/55a 24/55a 24/55a 7/55a
±3.4 30.4 60.7 12.7 43.6 43.6 12.7
低体脂肪群は体脂肪率29％未満，高体脂肪群体脂肪率29％以上とした．各カラムの上段には被験者総数に対す
る各項目該当者数，下段には総数に対する比率を示す． 但し食生活については mean± SDを示す．同じ列内で


























低脂肪群 9.0（7/67） 112.4 154.6 45.1 22.3 10.2 34.9 -14.4 18.8 
高脂肪群 22.7（5/22） 116.0 161.4 59.2 32.9 19.6 39.6 3.2 22.7 
ダイエット
経験群
低脂肪群 5.1（4/79） 113.5 158.8 47.7 24.1 11.7 36.0 -14.2 18.9 





低脂肪群 9（6/67） 69.8 156.8 44.2 23.9 10.7 33.5 -18.4 18.0 
高脂肪群 18.2（4/22） 68.0 155.3 52.2 32.3 17.0 35.2 -1.8 21.6 
ダイエット
経験群
低脂肪群 5.1（4/79） 69.8 157.8 47.8 25.5 12.2 35.6 -12.7 19.2 
高脂肪群 1.8（1/56） 69.0 163.0 60.3 29.2 17.6 42.7 3.2 22.7 









67人 2 2 2 13 16 6 9 3 3 7 3 1 0
％ 3.0 3.0 3.0 19.4 23.9 9.0 13.4 4.5 4.5 10.4 4.5 1.5 0.0 
高脂肪群
22人 0 4 0 1 3 1 2 2 2 4 1 0 2




79人 1 1 3 8 14 6 17 8 12 6 3 0 0
％ 1.3 1.3 3.8 10.1 17.7 7.6 21.5 10.1 15.2 7.6 3.8 0.0 0.0 
高脂肪群
56人 0 1 0 3 9 7 6 4 9 5 5 1 6
％ 0.0 1.8 0.0 5.4 16.1 12.5 10.7 7.1 16.1 8.9 8.9 1.8 10.7 
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経験，未経験にかかわらず，高体脂肪群では23％であり，低体脂肪群では7.5％であった．逆
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